平成２６年第１回箕面市福祉有償運送運営協議会 議事録要旨

１．日 時

平成２６年１１月１４日（金）　午前９時３０分～正午

２．場 所

豊能広域こども急病センター３階大会議室

３．出席者

（会　長）
・大阪大学大学院工学研究科助教　猪井博登

（構成員）

・一般社団法人大阪タクシー協会常務理事　井田信雄代理　吉村浩

・阪急タクシー株式会社取締役営業部部長　甲斐尚道

・箕面市老人クラブ連合会会長　堀尾清治

・近畿運輸局大阪運輸支局首席運輸専門官　湯川義彦代理　荻野智史

・阪急タクシー労働組合副執行委員長　田中滋修

　　　　　・箕面市障害者の生活と労働推進協議会　片野坂和幸

　　　　　・箕面市健康福祉部長　小野啓輔

・箕面市地域創造部鉄道延伸・まちづくり政策統括監　柿谷武志

以上、委員９名全員出席、傍聴者なし。

４．協議事項

（１）箕面市における福祉有償運送の必要性について　【資料１】

（２）申請内容の審査

　　　新規申請：１件

①公益社団法人箕面市シルバー人材センター　【申請概要　資料２】

５．協議結果と質疑応答の概要
（１）箕面市における福祉有償運送の必要性について
　【事務局から資料１により説明】

　　○質疑応答の概要

構成員：数値の根拠は何か。実際に示されている台数を増やしていくとなると他の　

業界を圧迫するのではないか。

事務局：数値の算出方法は、国のモデルで示されているものを参考にしており、現

在市で運行している福祉予約バスの利用実態をもとに算出している。数字

そのものに意味があるわけではなく、箕面市の現状において供給が足りて

いないということで了解をいただきたい。 

会　長：移動制約者のかたに対してどのような供給を行っていくかは国も検討して

いるところであり、モデル事業の中で検討していくという理解でよいか。

構成員：問題ない。


　【協議結果】箕面市における福祉有償運送の必要性について合意された

（２）「公益社団法人箕面市シルバー人材センター」の新規登録について

　【事業者から資料２により説明】

　　○質疑応答の概要
構成員：運転者を追加する場合などの確認事項の変更についてはどう取り扱いをし
ていくのか。
　　　会　長：本来、運転手の追加は、運輸支局への届け出もいらず、あくまで確認事項
である。確認の仕方については、今後協議していくことでよいか。
　　　構成員：問題ない。
　　　構成員：運送の対価とカウント方法についてはどうするのか。
事業者：指定した場所に到着した時点から、運送が終了した時点とする。
会　長：運送の対価については、概ね２分の１で、実費の範囲内であれば問題ない。
　　　構成員：旅客の範囲の確認方法についてはどうするのか。
事業者：公共交通機関にのれないという旨の確認は、行う必要があると認識してお
り、電話対応の際や実際に対応する運転者に確認作業をさせるなどの対応
をしていく。
会　長：今後旅客の範囲から逸脱している内容が判明した場合、運輸支局に連絡、
その後指導などを経て、更新のタイミングごとに適性に運営されているか
を協議会としても確認するでよいか。
　　　構成員：問題ない
　　　構成員：運送の区域についてはどうか。
　　　事業者：箕面市とする
　
【協議結果】公益社団法人箕面市シルバー人材センターについては、協議が調ったもの
とする
以上
